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われわれの前に急に現れた新規のがん治療薬，「免疫チェックポイント阻害薬」と
は一体どんな治療薬なのでしょうか？　理解するためには，“免疫編集（immunoed-
iting）”という概念を知る必要があります．がんは発生・進展する微小環境で，免疫
編集を経て顕在化しています．免疫編集とは，生体に備わった免疫の活性化機構と抑
制機構によって成立します．がんの排除には活性化機構が作動するのですが，同時に
過剰な免疫反応を抑える抑制機構も作動します．この抑制機構の主体をなす分子であ
るCTLA-4 と PD-1 に対する抗体（免疫チェックポイント阻害薬）を使用して抑制
を解除し，本来の活性化機構を取り戻そうとする治療です．つまり，免疫編集を経た
状態から編集前の状態に戻す治療といえますが，それに用いる治療薬が免疫チェック
ポイント阻害薬というわけです．
免疫チェックポイント阻害薬の効果が期待できるがんと期待できないがんも明らか
になってきました．この過程で注目されてきたのがネオアンチゲンです．次世代シー
ケンサーの登場によって個々のがんにおける変異の多寡が明らかになり，変異の結果
として細胞表面に提示されるがん抗原（ネオアンチゲン）が多いがんほど効果が期待
できるという考え方です．
腎細胞がんではニボルマブが保険収載されました．最初の論文から読み進めていた

だくと腎細胞がんの特殊性を理解いただくことができると思います．膀胱がんではど
うでしょうか．上記の考え方が通用する典型的ながんです．それでは前立腺がんでは
どうでしょうか．
免疫チェックポイント阻害薬の登場はがんのバイオロジーを再考する機会を与えて

くれた気がします．まだ馴染みのないこの新規治療薬にアレルギー（これも免疫反応
ですね！）を起こさず積極的に取り組んでいただくことを切に願っております．

慶應義塾大学医学部 

泌尿器科学教室

大家 基嗣

特集

免疫チェックポイント阻害薬って何？
基礎から理解するがん治療のトレンド

企画にあたって
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